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発表の⽬的と構成
n⽬的
Web上の災害・防災情報を網羅的に収集し、タイムラインで可視
化・検証し、未来の災害へ備える。

Ø 発災後、頻繁に更新され、タイミングを逃すと取得できないWeb
上の災害・防災情報の⾃動巡回・収集。

Ø 災害対応機関より発信されるテキスト系災害情報の利活⽤。
n 構成

• 何故、Webサイトの災害・防災情報を収集するのか
• Web情報のアーカイブの現在
• Webサイトの災害情報収集の経緯（過去・現在）
• 取組のあらまし
• 収集した情報の活⽤に向けて
• まとめ︓これまでの成果・課題と今後の展望
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1.何故、Webサイトの情報を収集するのか。
nタイミングを逃すと取得できない情報

Ø インターネットの普及に伴い、府省庁や都道府県、地⽅⾃治体においてWebサイトに
よる災害情報の発信が⾏われている。災害発⽣後に各機関から発信されるWeb情
報には、タイミングを逃すと取得できない情報が出る。

Ø 災害発⽣時の情報発信の検証の際に各機関から発信された情報が必要。

n法的な規定
Ø国⽴研究開発法⼈ 防災科学技術研究所法（平成⼗⼀年⼗⼆⽉⼆⼗⼆⽇法律第百七⼗四号）

• 第⼗五条 四項 防災科学技術に関する内外の情報及び資料を収集し、整理
し、保管し、及び提供すること。

Ø 収集︓過去の災害資料を収集する
Ø 整理︓災害資料を使いやすい形に整理する
Ø 提供(発信)︓収集した資料を防災に活かすために、発信する

https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=411AC0000000174_20160401_427AC0000000051&openerCode=1
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2.Web情報のアーカイブの現在
n Internet Archive（U.S.A.)

Ø ウェイバック・マシーン(データベース)に、1996年
から現在までの世界中のホームページ等が記録され
ており、ウェブサイトのアーカイブとして極めて貴
重である。

Ø ただし、保存は毎⽇されているわけではなく、全て
の時点でのページが保存されているわけではない。

n WARP（国⽴国会図書館）
Ø 国⽴国会図書館は、2002年よりWARP︓Web 

Archiving Project（インターネット資料収集保存事
業）で、⽇本国内のウェブサイトを保存。

Ø 国の機関や地⽅公共団体、国公⽴⼤学、特殊法⼈等
のHPを収集。

n 防災科研クライシスレスポンスサイト
（NIED）
Ø 2014年度より防災科研で開発を⾏っている。

災害情報発信機関のWebサイトなどに対して、Web
リンク情報のメタデータを収集するシステム。災害
ごとにサイトを構築し、情報を発信している。

https://archive.org/

https://warp.da.ndl.go.jp/

http://crs.bosai.go.jp/
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3.Webサイトの災害情報収集の経緯
【出発点】
中央官庁の防災情報の収集。最初は⼿動でリンク先を収集

【災害情報収集の⽅法】
災害・防災情報を⾃動収集することを⽬的とした防災Web
クローラーを開発中。
例えば、指定したWebサイトから収集した情報で「⾬,降⽔,
台⾵,強⾵,⾼潮,波浪,洪⽔,⼟砂災害,⼟砂崩れ,地すべ
り,避難,被害,対応,停電,倒⽊」のキイワードで設定したグ
ループタグ「台⾵・豪⾬災害」情報を発信。

【現況】
発災後、府省庁、都道府県等の各機関のWebサイトを巡
回。新しい情報が更新されているかどうかを確認し、防災科
研クライシスレスポンスサイトから統合的に発信するべき情報
があった場合、そのリンク先を掲載している。
情報更新の把握やタイミングは、どうしても更新作業者の対
応状況に依存してしまい、タイミングを逃すと取得できない情
報が出てくるため、各Webサイトを４時間ごとに巡回して、⼀
定の段階でとりまとめたものを最新報として公開。
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3.Webサイトの災害情報収集の経緯
災害ごとの経験を経て、どのように災害情報収集の⼿順を改善したか︖
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3.Webサイトの災害情報収集の経緯
2019年度⾵⽔害の情報収集︓“⼿動”から“⾃動”化へ

情報収集の⾃動化
による量的充実

⼿動での情報収集
による質的保証

＋
Webクローラー
の導⼊

図 各リンク情報サイトにおける⾃動収集および⼿動取得のリンク件数
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4．取組のあらまし

災害タイムラインとして発信

防災・災害情報の発信

テキスト系災害情報の
収集・整理・解析

▲ 災害タイムラインのイメージ
坪川客員研究員作成「令和元年台⾵第19
号・状況・被害整理分析シート」より引⽤

網羅的な収集に向けて効率化・⾃動化

解析
（テキストマイニング）

標準化とアーカイブの課題抽出

作業環境構築 ページアーカイブ・整理サイト巡回・収集 タイムラインの⽣成

webページ

PDF

RSS

▲ 災害対応機関より発信されるテキスト系情報

R1（H31)年度

アーカイブ機能の強化と発展R2年度

災害発⽣
防災Web
クローラー
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5．収集した情報の活⽤に向けて タイムラインでの活⽤

NHKテレビ
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6. まとめ︓これまでの成果と課題、今後の展望
n これまでの成果
① 災害発⽣後に各機関から発信される災害情報を、RSSなどを活⽤して⾃動的に情報
を巡回収集・取得するWebクローラーを開発して更新・アーカイブ作業を進め、
⼿動で⾏っていた作業を極⼒⾃動化し、スピーディーに収集可能になった。

② この間の更新⼿順を実災害での実践を通じて、標準作業⼿順書を作成し、過去最⼤
の台⾵情報となった台⾵19号において、作成した⼿順書を元に収集を⾏い、その
有効性を確認した。

n 昨年の台⾵19号における実践においての課題
① ⾃動収集された情報の精度・深度については⼿動での確認および判断が必要あり
② 各機関により情報の発信形式が異なり、Webクローラーの設定が困難な場合あり

n 今後の展望
① 収集した情報をタイムラインへ⾃動反映するための研究開発を⾏い、総合的な災
害情報タイムラインとして発信していきたい。
Ø そのために必要な⾃治体のウェブサイトにおける災害情報発信についての書
式などのルールについても提案する予定である。

② 現在、収集・整理しているWeb情報だけでなく、テレビや新聞の災害情報も含む
災害情報タイムラインをできるだけリアルタイムに近いタイミングで発信するこ
とを⽬指している。


